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塗った日に気をつけること

生活上の注意（通常疥癬の場合）

お薬の洗い流し方

患者さまと短時間の接触で感染することはほとんど
ありません。日常の生活で隔離する必要はありません。

介助する時は、患者さまと長時間の肌と肌の直接接触は
避けてください。また、介助後は手を洗ってください。

ヒゼンダニは人の肌を離れると、長く生きていることは
出来ません。そのため部屋の清掃や衣類の洗濯などに
際して、特別な対応は必要ありません。

入浴に際しても、特別な対応は必要ありませんが、足ふき
マットやタオルなど肌に触れるものの共用は避けてくだ
さい。

塗った直後の手洗いはしないでください。お薬が
すぐに洗い流されてしまうことを防ぐためです。
そのために、塗る前にトイレを済ませておくなど
気をつけてください。

お薬を塗ったところをお年寄りや乳幼児などが
誤って舐めても健康上大きな問題はありません。

指を舐めてしまう恐れがある場合には、舐めた
部分のお薬がなくなることを避けるため、手袋等
をすることも考慮してください。

患者さまがご自分で入浴やシャワーで洗い流せ
ない場合は、介護スタッフやご家族の方などが
濡れたタオル等で拭き取ってください。

お薬を塗った部分を拭き取る際には、あまり力強
くこすりすぎないように注意してください。

お薬を洗い流した後は、下着、ねまき、シーツ等、
肌に直接つけるものはすべて、洗濯済みのものに
取り替えてください。これは、肌に触れた着衣や
シーツにヒゼンダニが付着している可能性が
あるためです。
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